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序文

数学の諸分野への本格的応用を通して現代科学技術を支える理論的基盤を構築したり，
逆に数学の応用研究の中から新しい数学の展開が生まれるなど，数学とその応用の有機的
かつ相補的関係が強く望まれています力 $\nwarrow$ その形やありようについてはまだ手探りの状況
が続いています．

本研究集会ではこの状況の中にあって現在最前線で行われている様々な試みについて，
いくつかの研究テーマ (研究クラスター) を構成して，当該する分野の現状を紹介する講演
セッションを実施し，さらにこれらを受けて数理科学と他分野がともに刺激し合いながら
いかに発展しうるかという観点から統合セツションを行うことにより今後の数理科学研究
の姿を探ることを目的としました．

科学技術振興機構 (JST)数学領域『数学と諸分野の協働によるブレークスルーの探索』
(領域代表: 西浦廉政) のさきがけ研究者として他分野協働と数学研究の両面から研究を
推進されている数学の研究者に研究クラスタの構成をお願いしました．

(1) 情報通信における符号理論と数学 (クラスタ代表: 原田昌晃平岡裕章)

符号理論において現在進められている研究テーマの更なる発展を狙うと同時に，新た
なテーマ開発を行うことを目指すために，実際に実用化に携わっている方から実用面
での現状について紹介．

(2) 臨床医療における数理モデリング的思考と手法 (クラスタ代表: 水藤寛)

臨床医療に数理的モデリングの考え方を導入しようとしている医師達に参加してもら
い，今後の数理から医療への関わり方を議論．

(3) 確率統計学における漸近的方法とその広がり (クラスタ代表: 吉田朋広)

漸近的方法の適用範囲の広がりとともに．その一つの源流である漸近推測論の発展を
見ることが重要である．そこで漸近的方法という観点で、確率統計統計推測ファ
イナンス保険確率数値解析など分布の近似に関わるテーマに関して議論．

各クラスタのテーマおよび使用される数学的手法は極めて幅広いです力 $\searrow$ その中にあって

各クラスタでの緊密な議論を通じて，これら三クラスタに共通した諸分野と数学との協働
の姿を見出したり，逆にその協働の形の様々なバラエティを参加者の皆さんには感じても
らえたと思います本講究録はそれらの講演の記録の一部として発行するものです

最後に，この場を借りまして，本研究集会においてお手伝いいただいた各クラスタの代表
の皆さん，また今回の議論に参加いただいた多くの分野の研究者の方の協力に心より感謝
いたします．

提案者 : 坂上貴之 (北海道大学/JSTさきがけ)
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